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 第2図
 励起子及び励起子分子準位のエネルギー
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 論文審査の結果の要旨
 著者の研究は,レーザー光照射による高密度励起状態において,CuBrについてもCuC1
 と同様に励起子分子が安定に作られることを示し,種々の実験手段を用いて励起子及び励起子分
 子のエネルギー準位を決定したものである。
 1)まずCuBrはCuClに比して純度のよいものが出来難く,研究が殆んど行われていなか
 ったのであるが,蒸溜精製,帯域熔融法に改良を加え,不純物及び格子欠陥に捉えられた励
 起子による発光の極めて少い結晶を作ることに成功した。
 2)反射スペクトルを求め,Kramers-Kronig解析を施し,ε2の曲線を求め,これより
 r5(」=1)横及び縦波励起子及び∫「。(J=2)三重項励起子のエネルギー準位を決定し
 た0
 3)色素レーザーを照射し透過スペクトルを測定したところ,ノ「5励起子吸収の低エネルギー側
 に夫々2,9540,2.9561,2,9576eVの位置に吸収が生ずることを見出し,これらが
 巨大二光子吸収によって,直接励起子分子が作られることに対応するものであることを爪した,)
 4)帯間励起によって,照射光の強度の二乗で変化する,M1,M2の発光のあることは,既に我々
 の研究室において知られていたが,そのエネルギー差を精密にしらべたところ,ノ「5横,縦波
 励起子のエネルギー差に等しいことが判り,これらの発光を,励起子分子が夫々横,縦波励起子
 を残して発光するものであることを明らかにした。
 5)巨大二光子吸収による結晶励起によって,励起子分子の三箇の準位から,励起子の三準位への遷移
 による,二光子共鳴ラマンめ鋭い発光線が見出された。これらの発光線の強度,その現われ方
 と磁場による分裂から,励起子分子の準位は低エネルギー側から,r3(J=2),ノ「5(J=2),
 A(」ニ0)の対称性をもち,そのエネルギーは,結晶の基底状態から夫々,5,9080,5.9122,
 5.9152eVの位置にあることを明らかにした0
 6)更に高密度励起下において,励起子準位から励起子分子準位への光吸収が明瞭に示され,そ
 れに伴う興味ある共鳴ラマγ散乱が見出された。
 以上,那須佳子提出の論文はCuBrの励起子と励起子分子準位のエネルギー値とその対称性を
 はじめて決定したもので,高密度励起現象の物性物理学に貢献したものとして,理学博士の学位
 論文として合格と認める。
 一35一
